






















きる精密測定によって、2 つのヘッドと呼ぶ部位を交互に微小管に結合させながら 8 nm ずつ
1 方向に運動することが明らかになっている。 
















































2. 審査の方法, 内容の評価, および結論 
本論文は、平成 28 年 11 月に提出された論文を３名の審査員がそれぞれ査読し、さらに平成
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